
東北地方の被災３県を除き、地上アナログテレビ放送がデジタル放送
に完全移行し、ちょうど３ケ月が経過した平成23年10月24日（月）、北
陸総合通信局（局長 齊藤一雅）では、管内の地上デジタル放送推
進大使（以下、地デジ大使）及び地デジカに感謝状を贈呈しました。

地デジへの完全移行にあたっては、視聴者の方々並びに関係各位から
長きにわたってご協力をいただき、大きな混乱なく無事終えることができ
ました。特に、管内のテレビ放送事業者から選出された地デジ大使及び
“地デジカ”には北陸管内での周知広報に多大なご協力をいただきました。

贈呈式では、石川県内の地デジ大使お一人ずつに齊藤局長から感
謝状をお渡しした後、最後に北陸管内独自の施策として実施した
「地デジカで北陸をワクワクさせたいキャンペーン」や「私の地デジ化完了
宣言キャンペーン」の主役を務めた“地デジカ”に贈呈しました。

（“地デジカ”への感謝状は次ページに掲載）

贈呈後、齊藤局長から「地デジ大使の皆さんのまばゆい笑顔で県
民に地デジの移行をＰＲしていただいたことに感謝するとともに、
これからは視聴者の方々に地デジになって良かったと実感してもら
うことが重要と感じています」と挨拶しました。

その後、各大使からは、百万石行列に“地デジ化ＰＲ隊”として
パレード参加したこと、県内のテレビ局で共同制作したスポットＣ
Ｍである“石川の地デジ♪合唱篇”制作の裏話、また全国に先駆け
て昨年地デジに完全移行した珠洲地域におけるアナログ停波イベン
ト等でのエピソードや思い出のコメントとともに、放送事業者の一
員として地デジへの完全移行という一大行事に地デジ大使として関
われたことへの感謝の弁が述べられました。

担当：デジタル放送受信者支援室

北陸管内の地デジ推進大使と地デジカに感謝状を贈呈！

【地デジ大使と地デジカにそれぞれ感謝状を贈呈】




